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第 75 回伊勢市都市計画審議会 

 

日　　時　　令和８年６月 11 日（木）午前 10 時から 

 

場　　所　　伊勢市役所本館　３階委員会室 

 

委員出席者　浅野　聡　　　　内田　典夫　　　三宅　諭 

中平　恭之　　　藤井　恭子　　　西井　一比古 

浅沼　小百合　　中村　哲也　　　河井　英利 

大野　寛文　　　小阪　史章　　　杉村　剛 

宮本　晃　　　　宿　典泰　　　　竹本　訓子 

中出　睦　　　　森井　美惠 

 

出席幹事等　市長　　鈴木　健一 

副市長　福井　敏人 

　　　　　　都市整備部長　上田　淳一 

　　　　　　都市整備部次長兼監理課長　中村　哲也 

都市計画課長　井川　貴雄 

産業観光部参事兼商工労政課長　東世古　幸久 

商工労政課産業支援係長　伊藤　秀彦 

伊勢建設事務所道路一課課長代理　押川　智亮 

伊勢建設事務所道路一課課長代理　松本　達平 

伊勢建設事務所道路一課　小野　元暉 

 

事務局　　　都市計画課副参事兼市街地整備係長　大西　正峰 

都市計画課計画係長　堀井　茂毅 

　　　　　　都市計画課計画係　小長谷　容子・橋本　香織 

 

司会進行　　事務局（都市計画課長） 

 

傍聴人　　　１名 

 

議事録署名　杉村委員、森井委員（議長指名） 
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【内容】　 

 

審議案件 

議案第１号　役員等の選出について 

議案第２号　伊勢都市計画道路の変更（三重県決定）について 

 

報告案件 

報告案件１　伊勢都市計画特定用途制限地域の変更案について 

報告案件２　景観・土地利用届出等件数について 
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【発言内容】 

審議案件 

議案第１号　役員等の選出について 

 

・仮議長の選出については事務局一任の声をいただき、宿委員を仮議長に選出し

た。 

・伊勢市都市計画審議会運営規程第２条第１項の規定による無記名投票ではな

く、同条第３項の規定による指名推薦の方法をとることとした。 

・委員より、会長には引き続き浅野委員、副会長には三宅委員の推薦があった。 

・浅野委員が会長に、三宅委員が副会長となることについて、異議なしとして承

認された。 

・会長より、各委員会の委員について以下のとおり指名があった。 

伊勢市景観委員会：西井委員、千島委員、森井委員 

内宮おはらい町地区景観委員会：中出委員 

二見町茶屋地区景観委員会：竹本委員 

伊勢市土地利用委員会：内田委員、三宅委員、中村委員、河井委員 

 

 

審議案件 

議案第２号　伊勢都市計画道路の変更（三重県決定）について 

 

説明 

◆事務局 

議案第２号　伊勢都市計画道路の変更（三重県決定）について、資料に沿って

説明。詳細な内容については議案書及び議案第２号関連資料を参照。 

 

質問・意見 

◆会長 

　ただいまの説明について、御意見、御質問はあるか。 

 

◆委員 

　４点ほど確認させていただきたい。 

１点目、豊川浦田線の全延長は 3,110ｍで都市計画決定されている。理由書に

よると未整備区間が 1,820ｍとなるが、今回の計画では変更区間が 1,920ｍとな

り、100ｍほど延長に差がある。この理由について教えていただきたい。 
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◆事務局 

　既に整備済みの区間についても、今回の変更で右折車線を作ることによって

拡幅する部分があるので、延長に差が生じている。 

 

◆委員 

　承知した。２点目、伊勢建設事務所へ入る交差点について、これまでは内宮か

ら外宮方面への通行で右折レーンがないため渋滞が生じているが、今回その解

消のために右折レーンを計画しているのか。 

 

◆伊勢建設事務所 

仰るとおり、右折レーンを整備することによって渋滞の解消を図ることとし

ている。 

 

◆委員 

　３点目、豊川浦田線は観光道路の位置付けであり、また生活道路でもあり通学

路となっている。これまで歩道幅が狭く、いろんな地区からの要望があったが、

標準断面図を見ると、自歩道として３ｍの幅員がある解釈してよいか。 

 

◆伊勢建設事務所 

　自歩道として幅員３ｍ確保するので、自転車も歩行者も安全に通行できるよ

うに整備する。 

 

◆委員 

４点目、この道路は昭和の時代に都市計画決定されており、令和 15 年の式年

遷宮に向けて計画変更が伴うという話だった。都市計画決定は令和８年９月上

旬の決定告示を予定されているが、現段階での令和 15 年までの道路完成に向け

ての工事工程等、わかる範囲で教えていただきたい。 

 

◆伊勢建設事務所 

　今回審議いただき、県の都市計画審議会においても了承が得られた場合は、令

和９年度から順次沿線の方々へ説明を開始し、用地交渉、用地買収に着手してい

きたい。その中でも、インターチェンジから北側を先行して着手する予定であり、

南側は現在伊勢市で進めている地籍調査の結果を待ってから着手する予定であ

る。用地交渉の進捗状況や、予算の状況等に左右されるが、一定の区間の用地が

取得できた箇所から、順次工事に着手したい。令和 15 年という一つの区切りの

中で、一定の成果が得られるような整備を目標としている。 



5 

 

◆委員 

　通学路として重要な役割を持っていると書かれているが、断面図を見ると、車

道と歩道の境は境界ブロック等の設置だけのように思う。最近、子供たちの安全

性を考えて走行速度の高い道路は通学路として避けるということもよくやって

おり、今後、このまま通学路として使われるのか、もう少し車道と歩道の境目に

安全対策をされるのか、あるいは通学路を振り替えるのか、そのあたりを検討さ

れているのかどうか、お聞かせいただきたい。 

 

◆伊勢建設事務所 

　県としては、現在、整備後に通学路が変更になるということはなく、そのまま

通学路として使われるものとして考えている。道路構造令に基づき歩車道境界

による分離を行い、植樹をスポット的に一定間隔で植えることから、植樹による

防護も考えられる。 

 

◆委員 

承知した。特に最近、交差点部の子供たちが滞留する部分については安全対策

を強化していると思うが、そのあたりも今のところ検討されていないのか。 

 

◆伊勢建設事務所 

交差点の滞留の部分は、三重県としても特に安全に配慮する必要があると考

えており、ボラードなどの設置を検討している。 

 

◆委員 

伊勢庁舎のところの交差点について、道路と平行に河川が内宮側に走ってい

るが、22ｍ道路にすることによって、この河川に大きな変更・支障はないのか。 

 

◆伊勢建設事務所 

　ご指摘の県管理河川の勢田川については、道路整備の影響で、河川の断面や構

造に変更が生じないよう道路の設計を進めている。 

 

◆会長 

　他に御質問などよろしいか。 

それでは、反対意見等はなかったので、議案第２号　伊勢都市計画道路の変更

（三重県決定）については、原案の通り同意するとしてよろしいか。 
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◆委員 

　異議なし。 

 

◆会長 

　それでは、議案第２号　伊勢都市計画道路の変更（三重県決定）については、

原案に同意する旨、答申する。 

 

 

報告案件 

報告案件１　伊勢都市計画特定用途制限地域の変更案について 

 

説明 

◆事務局 

報告案件１　伊勢都市計画特定用途制限地域の変更案について、資料に沿っ

て説明。詳細な内容については報告案件１資料及び関連資料を参照。 

 

質問・意見 

◆会長 

　ただいまの説明について、御意見、御質問はあるか。 

 

◆委員 

　意見なし。 

 

◆会長 

　それでは、特に御意見がないということで、説明のとおり、特定用途制限地域

の変更に向けて手続きが進んでおり、その経過について確認していただいた。次

回の都市計画審議会で審議し、決定したいと思うので、よろしくお願いする。 

 

 

報告案件 

報告案件２　景観・土地利用届出等件数について 

 

説明 

◆事務局 

報告案件２　景観・土地利用届出等件数について、資料に沿って説明。詳細な

内容については報告案件２資料及び関連資料を参照。 
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質問・意見 

◆会長 

　景観コンクールのことなどについて、景観委員会委員長の西井委員からもコ

メントがあればお願いしたい。 

 

◆委員 

　景観委員会委員長として、一言コメントさせていただく。わがまち写真コンク

ールの応募総数が 137 点ということだが、この中には中学生の方も入っており、

毎年優秀な作品を撮られている。加えて、絵画コンクール・写真コンクールとも、

賓日館や宇治橋、麻吉旅館といった定番の景観スポットに加えて、神宮文庫の黒

門や、参道、津波避難タワーに泳ぐ鯉のぼりなどをしっかりと景観的に捉えて作

品にしていただいており、年々新しい景観を応募していただくというところで、

伊勢市の景観の取り組みや、伊勢市の持つ景観要素に着目していただくという

趣旨は、年々浸透してきていると感じている。 

 

◆会長 

　ありがとうございました。私も、今は景観委員会の委員長を離れており審査に

直接携わってはいないが、最初に立ち上げたときのメンバーだった。昨年は 10

周年ということで、久々に入賞した方々とお会いして、この 10 年間を振り返る

話をさせていただいた。資料にもあるとおり、スタートしたときは応募件数は少

なかったが、継続していく中で学校にも浸透して、夏休みに景観絵画を描いてく

れるように先生方にしていただき、応募件数はずいぶん増えてきたので、関係者

の皆様に感謝している。引き続き、これからの伊勢のまちづくりを背負っていく

小中学生の皆さんには、伊勢市の景観に関心を持っていただきたいので、昨年度

は 10 周年企画ツアーなど特別なプログラムもしていただいたようだが、今後も

市の方で景観コンクールを継続していただくとともに、普及啓発のプログラム

を進めていただけたらと思う。それでは、最後に事務局から連絡事項をお願いす

る。 

 

◆事務局 

本日はお忙しい中、熱心なご審議をいただきましてありがとうございました。 

次回、第 76 回都市計画審議会は、８月 19 日の午後２時から、本会場にて開催を

予定している。 

なお、本日配布した「報告案件２当日配布資料」については、個人情報保護の

観点から、この後回収させていただく。 
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◆会長 

以上をもって、第 75 回都市計画審議会を閉会する。 

 

 

＜閉会＞ 


